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農林水産業の燃油・肥料・飼料・資材等価格高騰対策について 

 
《提案・要望の内容》 
 ○国際情勢の影響により、燃油価格や肥料・飼料価格、その他の生産資材等の高

騰の継続が農家等の経営を直撃しており、持続可能性を脅かしていることから、

肥料高騰対策について、環境負荷軽減に向けた堆肥入り肥料等の普及など低コ

ストな生産・流通システムの構築支援を行うこと。 

〇配合飼料価格安定制度の継続と再生産可能な価格水準に下がるまでの間、生産

者の飼料コスト上昇分を補てんする緊急対策を継続して行うと共に酪農経営所

得補償制度を新たに検討すること。 

〇漁業経営セーフティネット事業の継続と漁網、魚箱への支援を検討すること。 

   

１ 県の支援状況 

（１）肥料：国の肥料価格高騰対策に加え、肥料コスト上昇分 3 割の１/３を助成。 

（２）飼料：畜種ごとに飼料代の一部助成や国の配合飼料価格安定制度で補填される上限 

を超える農家負担の一部を支援。 

 

２ ＪＡ全農とっとりの堆肥入り肥料開発の動向 

  ・ＪＡ全農とっとりは、県内各ＪＡに対し肥料メーカーに製造を委託する堆肥入り肥

料を提案している。 

  ・各ＪＡでは、作物ごとに慣行の肥料成分に近い銘柄を選定の上、今後、試作の検討

を行う。 

  ＜ＪＡ全農とっとりが提案している堆肥入り肥料銘柄＞ 

分類 商品名（仮称） 
県内ＪＡ堆肥使用割合

（％） 

園芸用 

ペレット 8-5-5 43.5 

ペレット 6-6-6 52.5 

ペレット 7-5-5 48.0 

ペレット 10-10-10 20.0 

水稲用 

水稲用ペレット 14-8-8 19.0 

水稲用ペレット 14-5-5 低※ 

水稲用一発 20-8-8 低※ 

水稲用一発 20-5-5 低※ 

   ※低：堆肥は入っているが、数％と他の銘柄と比較して割合が低い。 

 

３ 県内農業者、漁業者の声 

 

区分 農業者、漁業者の声 

ブロイラー農家 

（200 万羽規模） 

資材費やボイラー燃料の高騰に加え、配合飼料価格の値上げにより令和４年

度は大幅な赤字になる見込み（△６億円） 

大山乳業農協 

（専門農協） 

配合飼料価格の高騰や令和３年度の台風、長雨、大風等の影響で自給粗飼料

収穫量の減少（50％減）と輸入粗飼料の供給難と価格上昇で農家所得が約 20％

減少しており、11 月に乳価が 10 円/kg アップしたが、経営改善には至ってい

ない状況で、多くの農家の廃業が危惧される。 

小型底曳網業者 漁業では魚の値段をセリで決めるため、資材の価格高騰による生産経費の上

昇を販売価格に転嫁出来ない。 

鳥取県漁協 水揚げが低調な沿岸漁業者には、発泡箱値上がりに対する負担感が大きい。 



農林水産業の競争力強化に向けた対策の推進について  

 
＜参考＞ 

【 競争力強化に向け、 現場で求めら れる 対策】  

１ 「 畜産ク ラ ス タ ー事業」 を 活用し た大規模牛舎等整備によ る 「 肉質日本一」 の鳥取和
牛の増頭や生乳生産量の拡大 

 
〔 鳥取県におけ る 取組事例及び計画〕  

○令和元年10月に( 株) ブッ シ ュ ク ロ ーバーズ （ 大山町） が600頭規模の酪農場を 整備。  
〇令和３ 年３ 月に( 株) 西日本ジ ェ イ エイ 畜産（ 鳥取市） が大山町に母豚600頭規模の交配舎、

肉豚舎、 家畜排泄物処理施設を 整備。  
〇令和５ 年度実施予定箇所 

    鳥取中央農業協同組合（ 倉吉市） ： 共同利用堆肥セン タ ー整備（ 事業費940, 000千円）  

 

                        

  

 

 

 
                                    
  
                     

                
 
２ 「 産地生産基盤パワ ーア ッ プ事業」 を 活用し た 「 鳥取型低コ ス ト ハウ ス 」 導入や施 

設整備等によ る 園芸品目の生産拡大 
 
〔 鳥取県におけ る 取組事例と 計画〕  

○鳥取型低コ ス ト ハウ ス の導入を 進めた 結果、 ス イ カ において は出荷前進化によ り 高単価の有
利販売に繋がり 、 令和4年産販売金額が22年ぶり に36億円を 達成し た 。  

  ○令和３ 年３ 月に完成し た 「 野菜広域セン タ ー」 を 拠点に、 県中西部のブロ ッ コ リ ー産地の強
化を 図る た め、 生産者の規模拡大に向け た 機械導入を 支援し 、 さ ら な る 生産拡大に取り 組ん
でいる 。  

  ○県中部の北栄町のナガイ モでは、 令和３ 年度、 集出荷機能向上のた め選果場改修と し て 、 新

た な 洗浄設備の導入や冷蔵庫の増設が行われた 。  

○令和４ 年度には、 琴浦町にて ブロ ッ コ リ ーの新た な 製氷機導入、 北栄町にて ス イ カ 選果場の 

集出荷機能向上を 行っ た 。  

〇令和５ 年度には、 倉吉市のス イ カ 選果場の選別機能向上及び選果ラ イ ン の効率化、 鳥取市の 

米穀乾燥調製施設への色彩選別機導入を 行う 予定であ る 。  

 

 

 

 
 
 
       

 
 

《 提案・ 要望の内容》  
○農林水産業における 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響から の早期回復や今後の 

国際競争力強化に向け、生産コ ス ト 削減や収益力向上など を 更に進める こ と が出 
来る よ う 、 畜産ク ラ ス タ ー事業、 産地生産基盤パワ ーア ッ プ事業、 農業農村整備 
事業、 林業・ 木材産業循環成長対策及び水産物輸出拡大関連事業など 現場ニーズ 
の高い対策について 、 十分な予算を 確保する など 、 引き 続き 万全の対策を 講じ る  
こ と 。  

「 （ 株） ブッ シ ュ ク ロ ーバーズ 」 ( 乳用牛600頭)  
( R元. 10完成、 大山町)  

 

経産牛の飼養頭数、 生乳生産量と も 3 年

連続で増加し て いる  

「 低コ ス ト ハウ ス にお
ける ス イ カ の収穫作
業」 ( R3. 6 倉吉市)  

「 ブロ ッ コ リ ーの冷蔵庫」  
（ H30 導入、 大山町）  

 

「 長芋選果場（ 洗浄設備） 」  

（ R4. 4 北栄町）  



３  農業農村整備事業を 契機に、 地域一体によ り 法人化と 経営の多角化を 実現 

〔 鳥取県における 取組事例と 計画〕  
○鳥取市河内地区は、令和２ 年度のほ場整備事業を 契機に「 河内農作業等受託組織」 から「 農

事組合法人河内こ わら び」 へ発展。  
○従来から 生産し て いた 里芋や落花生に加え 、 令和２ 産地生産基盤パワ ーア ッ プ事業を 活用

し 雨よ け施設によ る ア ス パラ ガス 0. 4ha を 導入。県内でも ト ッ プク ラ ス の生産団地と な り 、
構成員の家族であ る 女性や高齢者が毎朝２ 時間の収穫を 交替で担い、 法人の収益向上はも
と よ り 地域に賑わいな ど を 創出。  

〇令和５ 年度も 県内 9 地区で基盤整備事業を 継続実施。  

 

 

 

 

 

 

 

                      
 
 

４ 「 林業・ 木材産業循環成長対策」 によ る 木材加工流通施設・ 苗木生産施設整備支援等 

〔 鳥取県におけ る 取組事例〕  

○（ 株） ウ ッ ディ 若桜（ 若桜町） が令和４ 年10月に木材乾燥機を 整備し 稼働を 開始。 同社の木材乾
燥機は今回の導入で合計11台と なり 、 本県における 乾燥材生産の中心的役割を 担っている 。  

○令和４ 年12月には、 ㈱ウ ッ ド カン パニーニチナン（ 日南町） の耐候性ハウ ス によ る 大規模コ ンテ
ナ苗生産施設が完成。 苗木生産量の拡大を 加速化（ カラ マツ 等の苗木12万本/年予定） 。  

○令和４ 年10月には、 日本製紙㈱の閉鎖型採種園が竣工。 同社は本施設で生産し た種子を使用し 、 鳥取県
山林樹苗協同組合と の協業によ り 、 令和６ 年秋にはスギ・ ヒ ノ キの特定母樹苗木４ 万本程度を出荷する
計画 

 
 
 
 
 
 
 

    

 木材乾燥機( R3. 10 月完成 若桜町)       コ ンテナ苗生産施設（ R3. 12 月 日南町）       日本製紙 閉鎖型採種園（ R4. 10 月 倉吉市） 

 ５ 「 水産物輸出促進の た め の 基盤整備」 を 活用し た 「 境港高度衛生管理型市場」 の 
整備によ る 水産物の輸出促進 

 〔 境港高度衛生管理型市場の整備状況と 計画〕  
・ 事業期間（ 総事業費） ： 2014 年度～2024 年度（ 218 億円）  
・ 整備状況： 令和元年６ 月１ 日から 中核的施設の１ 号上屋と 陸送上屋を 供用開始。  

残る 中核的施設は 2022 年に 7 月完成。  
  ・ R５ 年度にカ ニ かご 上屋等を 整備予定。  

 〔 境港水産物ブラ ン ド 化〕  
・ 令和元年３ 月に新市場のシ ン ボルマーク と キ ャ ッ チフ レ ーズ を 決定。  
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

供用開始の陸送上屋（ R 元. 6）  市場でのマグ ロ のセリ の様子（ R 元. 7）  

キ ャ ッ チフ レ ーズ  

「 安心と 安全が、  

進化する みな と 。 」  

 

シン ボルマーク  

首都圏や関西圏な ど 大規模消費地での鳥取県フ ェ ア や中国地方の小売店で販売
さ れる 水産物のパッ ケ ージ に新市場のシ ン ボルマーク を 使っ た シ ールを 貼る な
ど し て 、 水産物の活き の良さ を ア ピ ールし て いる 。  



 
森林・林業・木材関連予算の確保と拡充等について  

 
＜参考＞ 森林・林業・木材関連予算に関する鳥取県の状況 
 
１．森林整備関連事業予算（造林事業・林道事業）の配分状況について  （国費ベース、単位：千円） 

事業名 
令和３年度 令和４年度 

要望額 配分額 配分率 要望額 配分額 配分率 

造林事業 1,117,359 1,012,119 90.6% 1,058,699 973,291 91.9% 

林道事業 359,150 359,150 100.0% 190,850 190,850 100.0% 
※配分額には前年度補正額を含む  

 

２. 「鳥取県サプライチェーンマネジメント推進フォーラム」の概要 
○川上から川下までの県内林業・木材業界関係者３３者で組織する情報共有のための協議会 
○主催：鳥取県森林組合連合会 
○発足：令和２年１１月 
○取り組み内容：川上から川下までの素材の円滑な需給、流通データの電子化による需給情報の共有と

事務の効率化、適正価格で流通するための情報共有や取引の仕組みづくり 等 
○システム構築を具体的に進めるための検討会を定期的に開催中。 
○国（農林水産省）事業において、木材流通システム構築に必要なソフトウェア開発の経費が認めら
れている事業はない。 
※令和4 年度「経営モデル実証事業」：森林調査・素材生産・流通・再造林等を行う際のシステム
ライセンス料のみ。 

 

３. レーザー計測（林業成長産業化総合対策等）について          （単位：千円）  

※配分額には前年度の補正額を含む ※令和５年度予定箇所の実施に係る必要見込額：55,209千円 
 

４．森林病害虫等防除事業予算の配分状況について  （国費ベース、単位：千円） 

事業名 
令和３年度 令和４年度 

要望額 配分額 配分率 要望額 配分額 配分率 

森林病害虫等防除事業 15,750 9,450 60.0% 34,474 14,100 40.9% 

 

実施年度 航空レーザー計測実施市町村 配分額(見込額) 

平成30 年度 日南町、八頭町 120,960 

令和元年度 日野町、江府町、智頭町、鳥取市（一部）、三朝町 255,200 

令和２年度 若桜町、琴浦町、大山町、南部町 133,479 

令和３年度 鳥取市（一部）、岩美町 118,347 

令和４年度 倉吉市、北栄町 54,610 

令和５年度（予定） 鳥取市（一部）、米子市、湯梨浜町、伯耆町 － 

《提案・要望の内容》 

 脱炭素社会の構築に向けた取組を一層強化するため、また、新型コロナや原油価格高騰、ロシ
ア－ウクライナ紛争等変局著しい国際情勢に即応するため、森林・林業・木材に関する以下の取
組に関する予算の確保・拡充、及び森林環境譲与税の配分基準に関する検討を要望する。 
 
○カーボンニュートラルの実現に向けて、CO2吸収量の確保のための森林整備が可能とな
るよう、路網整備や皆伐再造林の推進のために必要な森林整備に係る令和５年度当初予
算を十分に確保すること。 

○路網整備の推進のために必要な林業成長産業化総合対策(林業専用道(規格相当))に係
る予算を十分確保すること。 

○近年、国際情勢が国産材流通に大きな影響を及ぼしていることから、国が進め地域が取
り組んでいる「SCM推進フォーラム」の本格運用に必要な予算を確保すること。 

○スマート林業や森林の若返りを実現するため、レーザー計測(林業デジタルイノベーシ
ョン総合対策等)に係る予算を十分に確保すること。 

○森林環境譲与税について、森林機能の保全・維持・向上の観点から、森林面積の大きい
自治体により配慮した配分について検討すること。 

〇松くい虫及びカシノナガキクイムシによる枯損被害が依然として猛威を振るっている
ため、森林病害虫等防除対策に必要な予算を十分確保すること。 

 ※鳥取県森林組合連合会は、令和２年度に「鳥取県サプライチェーンマネジメント推進フォーラム」を立ち上げ、
ＩＣＴを活用した木材流通、産地証明の一元管理の検討を関係団体と連携して進めている。取り組みを具現化さ
せ、新しい林業経営モデルを確立するためにも十分な予算を確保すること（参考２） 

※県内全域の航空レーザー計測を推進しており、全域実施に向けて十分な予算の確保が必要。また今後、過去に計
測した箇所についてドローン測量等によりデータを更新していく予定（参考３） 



 

新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響を 受けた 
農林水産物の需要回復・ 拡大に向けた取組の支援について 

 

《 提案・ 要望の内容》  
 ○農林水産物の需要回復・ 拡大に向け、 「 GoTo イ ート 事業」 の再実施や新た な  

  事業支援の展開等､飲食需要の喚起や地域における 消費拡大等の取組に対する  

  支援を 強力に展開する こ と 。  

 

＜参考１ ＞GoToイ ート 事業「 と っ と り GoToEat キ ャ ン ペーン （ 食事券事業） 」  
 ・ 発 行 額： 50億円（ 50万セッ ト ）  
        ※1セッ ト あ た り 利用金額 10, 000円( 1, 000円券×10枚)  25％プレ ミ ア ム 付 
 ・ 期   間： 販売期間： 令和2年11月2日( 月) ～令和3年7月31日( 土)  
        利用期間： 令和2年11月6日( 金) ～令和3年8月31日( 火)  
         ※本県事務費負担( 予算額4千万円) によ り 、 販売・ 利用期間を 2か月延長 
 ・ 販 売 額： 42億9, 406万円 
 ・ 参 加 店 舗： 1, 302店舗 
 
＜参考２ ＞鳥取県独自の消費拡大等の取組 

 １  飲食需要の喚起（ 鳥取県新型コ ロ ナ安心対策認証店特別応援事業）  

 （ １ ） 第１ 弾「 プレ ミ ア ム 付食事券」 発行 
 ・ 期   間： 販売期間： 令和3年9月29日( 水) ～令和4年1月31日( 月)  

         利用期間： 令和3年9月29日( 水) ～令和4年3月31日( 木)  
  ・ プレ ミ アム 率： 25％（ １ 店舗当た り 補助金： 20万円） ※販売枠100万円／店舗 
  ・ 額 面 等： 1冊5, 000円（ 500円×10枚） ［ 販売価格： 1冊4, 000円］  
  ・ 販 売 額： 額面5億6, 226万円（ プレ ミ ア ム 分補助額： 1億1, 245. 2万円）  
  ・ 参 加 店 舗： 1, 058店舗 
 
 （ ２ ） 第２ 弾「 プレ ミ ア ム 付食事券」 発行 
  ①25％プレ ミ ア ム 付食事ク ーポン 券( 第2弾)  

 ・ 販売、 利用期間： 令和4年5月9日( 月) ～12月20日( 火)  
  ・ プレ ミ アム 率： 25％（ １ 店舗当た り 補助上限： 100万円） ※販売枠500万円／店舗 
  ・ 額 面 等： 1冊5, 000円( 500円×10枚) [ 販売価格は、 1冊4, 000円] ×1, 000冊/店舗]  
         又は1冊2, 500円( 250円×10枚) [ 販売価格は、 1冊2, 000円] ×2, 000冊/店舗]  
  ・ 参 加 店 舗： 954店舗［ 11/4時点］  
 

  ②安心対策エリ ア 版 割増( 43％プレ ミ ア ム 付) ク ーポン 食事券 
 ・ 販売、 利用期間： 令和4年5月16日( 月) [※]～12月20日( 火)   ※準備が整ったエリアから順次開始 

  ・ プレ ミ アム率： 43％（ １ エリ ア 当たり 補助上限： 120万円／店舗×参加店舗数）  
  ・ 額 面 等： １ 冊5, 000円（ 500円×8枚、 250円×4枚） [ 販売価格は、 1冊3, 500円]  
  ・ 参加エリ ア ： 9エリ ア （ 195店舗） ［ 11/4時点］  
 
 （ ３ ） 第３ 弾「 プレ ミ ア ム 付食事券」 発行 
    令和4年12月県議会に、 当該事業予算を 提案する よ う 検討中 
 
 ２  農林水産物等の需要喚起 

 （ １ ） 県産米 
   ①農業団体等の取組支援 
    ・ 取組例： 関西圏でのTVコ マーシ ャ ル放映、 食イ ベン ト での県産米PRな ど  
 
 （ ２ ） 県産酒 

  ①「 と っ と り の地酒で乾杯！」 はがき で応募・ SNS投稿キ ャ ン ペーン  
・ 期 間： 令和4年6月1日( 水) ～12月31日( 土)  
・ 内 容： 県産酒を 買っ て 応募又はSNSに投稿する と ､抽選で合計200名に地酒と 工芸 
     品セッ ト を プレ ゼン ト   

②「 と っ と り の地酒フ ェ ア 」  
・ 期 間： 令和4年7月～12月ま で随時実施 
・ 内 容： 地酒飲み比べや本県食材を 使っ た 料理と 地酒を 合わせた メ ニュ ー提供等 
・ 場 所： 首都圏、 関西圏の飲食店等 計25店舗程度 


